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日
本
文
学
の
研
究
の
中
で
も
、
上
代
文
学
の
場
合
は
学
問
的
越
境
が
日
常

的
な
分
野
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
と
な
る
作
品
が
記
・
紀
、
風
土

記
、
万
葉
集
な
ど
ご
く
限
ら
れ
て
い
て
、
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
対
象
に
文
学
の

み
な
ら
ず
歴
史
・
宗
教
・
政
治
な
ど
の
研
究
が
、
何
れ
も
隣
接
諸
学
の
成
果

を
援
用
す
る
こ
と
な
し
に
は
な
し
得
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
新
訂
増
補

國
史
大
系
・
神
道
大
系
の
何
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
象
徴

的
に
表
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
海
神
宮
訪
問
神
話
と
神
今
食
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
文
学
の
立

場
か
ら
古
代
史
学
・
神
道
学
な
ど
の
分
野
に
越
境
し
な
が
ら
、
神
話
と
祭
儀

の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

　
『
古
事
記
』
上
巻
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
に
記
載
さ
れ
る
海
神
宮
訪
問
神

話
と
、
月
次
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
神
今
食
の
祭
儀
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
は
、
既
に
日
本
文
学
・
日
本
史
学
の
立
場
か
ら
指
摘
が
あ
る
。
先
ず
、

両
説
の
概
要
を
見
て
お
き
た
い
。

　

次
田
真
幸
は
、『
日
本
書
紀
』
の
当
該
神
話
後
半
の
、口
を
疾
ん
だ
「
赤
女
」

「
口
女
」
が
お
り
、「
口
女
」
の
口
か
ら
失
わ
れ
た
釣
鉤
が
見
出
さ
れ
る
神
代

下
第
十
段
一
書
第
二
の
所
伝
に
注
目
す
る
。
他
の
所
伝
で
鉤
は
、『
古
事
記
』

は
「
赤
鯽
」、『
日
本
書
紀
』
同
段
本
文
・
一
書
第
一
が
「
赤
女
」、
一
書
第

三
は
「
鯛
女
」
と
表
記
し
て
い
る
鯛
の
咽
喉
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
口
女

と
は
、「
鯔い
な

」
即
ち
ボ
ラ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
神
代
紀
同
段
の
一
書
第
四
も
、

同
じ
く
海
神
が
「
赤
女
・
口
女
」
に
問
い
、
後
者
の
口
か
ら
鉤
が
現
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
は
い
る
。
一
書
第
二
は
、
後
日
談
と
し
て
、

口
女
、
從p

今
以
往
、
不p

得w

呑
餌z

又
不p

得p

預w

天
孫
之
饌z

即
以w

口
女
魚a

所w

以
不o

進p

御
者
、
此
其
縁
也
。

と
書
か
れ
て
い
て
、
海
神
宮
訪
問
神
話
が
天
孫
に
鯔
を
献
上
し
な
い
起
源
が

示
さ
れ
て
い
る
点
に
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
「
内
膳

司
」
六
月
神
今
食
料
の
条
を
見
る
と
、
天
皇
に
対
す
る
献
饌
の
中
に
「
干
鯛

六
隻
」「
甘
塩
鯛
四
隻
」
の
よ
う
に
鯛
の
加
工
品
は
あ
る
が
、
鯔
は
加
え
ら

れ
て
い
な
い
点
と
符
合
し
て
い
る
。
更
に
『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
「
主
計
式
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上
」
に
も
、
各
国
の
貢
納
す
る
調
と
し
て
、
筑
前
・
肥
後
國
「
鯛
腊
」、
参

河
國
「
鯛
脯
」「
鯛
楚
割
」
の
如
く
鯛
の
加
工
品
は
あ
っ
て
も
、
鯔
は
皆
無

で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
当
該
神
話
で
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
に
玉
を
授
け
た
海
神
を

祖
と
す
る
安
曇
氏
は
、
周
知
の
よ
う
に
内
膳
司
と
し
て
大
嘗
祭
に
参
画
し
て

い
る
が
、
神
今
食
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
『
儀
式
』
巻
第
一
、『
本
朝
月
令
』

所
引
の
太
政
官
符
か
ら
わ
か
る
。
当
該
一
書
の
「
口
女
」
に
係
る
記
述
も
、

安
曇
氏
の
所
伝
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
す
る１
。

　

岡
田
精
司
は
、『
古
事
記
』
の
当
該
神
話
前
半
に
書
か
れ
た
、
ホ
ヲ
リ
ノ

ミ
コ
ト
が
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
從ま
か

婢だ
ち

に
見
せ
た
水
を
口
に
含
ん
で
玉
飾
り
と
共

に
吐
き
出
す
行
為
を
問
題
と
す
る
。「
①
井
泉
の
ほ
と
り
で
行
わ
れ
、
②
呪

物
を
水
と
と
も
に
口
に
含
み
、
③
水
と
一
緒
に
吐
き
出
す
。」
と
い
う
行
為

は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、『
古
事
記
』
に
は
ウ
ケ
ヒ
条
の
天

真
名
井
で
の
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
そ
れ
と
も
共
通
し
て
お
り
、
何
ら

か
の
儀
礼
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。
海
神
宮
訪
問
神
話
に
は
、
ウ
ケ
ヒ
条
と
同

じ
く
王
位
継
承
儀
礼
の
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
安
曇
氏
の
奉
仕
す

る
毎
年
の
新
嘗
祭
・
神
今
食
で
天
皇
が
行
う
「
吐
水
儀
礼
」
の
起
源
譚
と
見

る
。
更
に
、『
江
家
次
第
』
巻
第
十
五
踐
祚
大
嘗
會
の
条
の
、
采
女
た
ち
が

手
水
の
用
意
を
す
る
際
の
、

八
姫
之
中
二
人
相
分
共
舁w

海
老
鰭
檜a

置w

御
前
短
帖
已
上a

一
姫
留

候
、
一
姫
歸
取w

楊
枝
筥q

授w

留
姫a

姫
取p

之
置w

槽
南
邊q

と
い
う
記
述
に
着
目
す
る
。「
海
老
鰭
檜
」
は
「
海
老
鰭
槽
」
の
誤
写
と
見

ら
れ２
、
ホ
ヲ
リ
の
手
に
し
た
玉
器
と
対
応
し
、
そ
の
傍
ら
の
「
楊
枝
筥
」
は
、

天
皇
が
悠
紀
殿
・
主
基
殿
に
各
二
箇
所
掘
ら
れ
た
井
戸
で
口
を
す
す
い
だ
こ

と
を
明
白
に
示
す
と
指
摘
す
る
。
更
に
、
律
令
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
新

嘗
・
神
今
食
で
も
、
宮
殿
内
の
井
戸
で
「
吐
水
儀
礼
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
想
定
し
て
い
る３
。

　

前
者
は
日
本
文
学
、
後
者
は
日
本
史
学
の
異
な
っ
た
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ

て
い
て
、
着
眼
点
と
論
拠
も
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
海
神
宮
訪
問
神
話
を
神

今
食
の
起
源
神
話
と
捉
え
る
結
論
は
一
致
し
て
い
る
。

二

　

海
神
宮
訪
問
神
話
の
含
ま
れ
る
海
幸
・
山
幸
神
話
は
、
多
く
の
話
型
の
複

合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
海
神
宮
訪
問
の
条
も
、
失
わ
れ
た
釣

針
型
・
異
界
訪
問
・
異
類
婚
な
ど
複
数
の
モ
チ
ー
フ
を
構
成
要
素
に
持
つ
。

海
神
宮
で
釣
鉤
を
取
り
戻
し
、
海
幸
が
服
従
を
誓
う
件
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
と

の
婚
姻
に
も
、
随
所
に
安
曇
氏
の
天
孫
に
対
す
る
功
績
が
強
調
さ
れ
て
お

り
、
神
話
形
成
に
同
氏
が
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
当
該
神

話
に
よ
っ
て
、
安
曇
氏
の
王
権
に
対
す
る
服
属
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が４
、

記
・
紀
各
々
の
文
脈
の
中
で
は
、
山
幸
が
海
神
宮
で
出
会
っ
た
海
神
の
女
と

の
婚
姻
に
よ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
直
系
の
血
統
に
、
海
神
の
霊
威
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る５
。

　

神
今
食
は
、
カ
ム
イ
マ
ケ６
、
カ
ミ
ア
ゲ７
、
カ
ム
イ
マ
ス
ケ
・
カ
ム
イ
マ
ス

ク８
な
ど
と
訓
ま
れ
、
語
義
は
「
稲
を
籾
の
ま
ま
貯
へ
置
き
た
る
を
今イ
マ

磨ス
リ

と
し

て
御
食
と
す
る
故９
」、「
新
規
な
奉
り
物
（
す
け
）
新
規
な
お
あ
が
り
も
の
（
す

きＡ
）」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
神
嘉
殿
に
出
御
し
、
御
浴
の
後
、

坂
枕
・
御
寝
具
を
供
え
た
室
内
で
、
亥
の
刻
の
夕
神
饌
供
進
儀
・
丑
の
刻
の

暁
神
饌
供
進
儀
を
行
う
と
い
う
次
第
は
新
嘗
祭
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
供
さ
れ

る
米
が
新
米
で
は
な
い
点Ｂ
が
異
な
っ
て
い
る
。
祭
儀
の
中
心
は
二
度
の
神
饌
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供
献
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
令
義
解
』
の
「
即
如w

庶
人
宅
神
祭q

也
」

を
嚆
矢
と
し
て
、
本
義
は
天
皇
の
祖
霊
祭Ｃ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
饌

供
献
が
予
祝
的
意
味
合
い
を
持
つ
の
か
、
周
末
儀
礼
と
し
て
あ
る
の
か
で
全

く
意
見
が
分
か
れ
て
い
るＤ
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
、
氏
姓
制
度
下Ｅ
か
ら
、

令
制
以
後Ｆ
ま
で
諸
説
あ
る
。
神
今
食
の
成
立
を
令
制
以
降
と
す
る
見
解
に
対

し
て
は
、
神
今
食
と
一
体
の
祭
儀
で
あ
る
御
體
御
卜
が
令
制
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
、
神
祇
令
や
『
延
喜
式
』
に
記
載
が

な
い
の
は
新
嘗
祭
の
よ
う
な
国
家
祭
祀
で
は
な
く
天
皇
の
内
々
の
祖
霊
祭
祀

で
あ
っ
た
た
め
だ
と
す
る
二
点
を
根
拠
と
し
た
反
論
が
あ
るＧ
。
神
今
食
と
い

う
名
称
は
と
も
か
く
、
令
制
以
前
か
ら
天
皇
の
祖
霊
へ
の
神
饌
供
献
は
行
わ

れ
て
い
た
と
見
て
問
題
な
か
ろ
う
。
次
に
、
月
次
祭
が
神
今
食
を
組
み
込
ん

だ
形
で
六
月
・
十
二
月
の
年
二
回
実
施
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
簡
単
に
見
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

月
次
祭
は
、
①
一
日
早
朝
の
御
饌
供
進
儀
│
忌
火
で
調
理
し
た
御
飯
を
天

皇
が
食
す
神
今
食
に
向
け
た
斎
戒
│
、
②
一
〜
八
日
の
御
贖
祭
│
御
巫
の
持

つ
贖
物
に
天
皇
が
口
気
を
放
入
す
る
邪
気
払
い
│
、
③
一
〜
九
日
の
御
體
御

卜
儀
│
玉
体
の
平
安
に
関
わ
る
卜
占
│
と
十
日
の
結
果
奏
上
、
④
十
一
日
の

月
次
祭
│
神
社
へ
の
班
幣
│
、
⑤
神
今
食
│
天
皇
の
祖
霊
へ
の
米
飯
神
饌
供

進
│
、
⑥
十
二
日
の
大
殿
祭
│
天
皇
還
幸
前
の
中
臣
・
忌
部
に
よ
る
天
皇
御

在
所
の
祝
福
│
か
ら
成
る
十
二
日
間
を
要
す
る
複
合
祭
祀Ｈ
で
あ
る
。
諸
氏
の

指
摘
す
る
よ
う
に
、
神
饌
供
進
と
班
幣
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
お
り
、
元
来

別
箇
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
祭
儀
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
饌

供
進
を
本
義
と
す
る
天
皇
の
祖
霊
祭
が
、
祭
儀
と
し
て
の
形
態
を
整
え
る
過

程
で
、
祈
年
祭
に
倣
い
班
幣
を
加
え
て
、
儀
式
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
月
次

祭
の
祭
儀
の
次
第
が
作
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
うＩ
。

　

月
次
祭
の
本
質
の
捉
え
方
は
、「
月
次
」
の
語
義
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
が
、
概
ね
「
毎
月
のＪ
」、「
月
の
ナ
メＫ
」、「
月
の
次

第Ｌ
」
の
三
通
り
の
説
が
あ
る
。「
月
の
次
第
」
と
言
う
の
は
、
祭
儀
の
名
と

し
て
は
如
何
に
も
不
自
然
で
あ
る
。「
毎
月
の
」
と
す
る
場
合
、
月
次
祭
を

本
来
月
毎
に
備
え
る
べ
き
幣
帛
を
年
二
度
に
分
け
て
奉
納
す
る
こ
と
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
先
に
見
た
祭
儀
の
成
り
立
ち
か
ら
見
て
不

適
切
で
あ
る
。
毎
月
朔
の
忌
火
に
よ
る
神
饌
供
進
の
義Ｍ
と
す
れ
ば
合
理
的
と

な
る
が
、
毎
月
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
根
拠
は
な
い
。「
月
の
ナ
メ
」
を
採

る
説
の
場
合
は
、
本
義
を
新
嘗
祭
の
予
祝
と
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
十
一

月
の
新
嘗
祭
に
対
し
て
年
二
度
の
予
祝
は
不
合
理
だ
と
の
批
判
が
あ
る
。
だ

が
、
月
次
祭
は
次
第
だ
け
で
は
な
く
、
御
料
も
新
嘗
祭
と
多
く
の
部
分
で
重

な
り
合
う
祭
儀
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、「
月
の
ナ
メ
」
説
も
俄
に
は

捨
て
難
い
。
こ
の
点
は
、
最
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
海
神
宮
訪
問
神
話
と
神
今
食
の
研
究
史
を
見
て
き
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
両
者
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
次
田
・
岡
田
両
氏
の
指
摘
す
る
根
拠
は
、
当
該
の
神
話
と
祭
儀
の
間
に

存
す
る
以
下
の
三
点
の
対
応
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅰ
．
水
を
吐
く
儀
礼
が
関
わ
る
点

Ⅱ
．
鯔
が
饌
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
点

Ⅲ
．
安
曇
氏
が
関
与
し
て
い
る
点

三

　

先
ず
、
海
神
宮
訪
問
神
話
の
側
か
ら
、
神
今
食
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
た
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い
。
Ⅰ
ホ
ヲ
リ
ノ
ミ
コ
ト
が
水
と
玉
を
吐
く
行
為
が
呪
的
な
意
味
を
持
つ
こ

と
は
、
諸
注
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
は
雨
呪Ｎ
、
鎮

魂Ｏ
な
ど
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
当
該
神
話
に
雨
乞
い
の
要
素
が
加
え
ら

れ
る
必
然
性
は
窺
わ
れ
な
い
しＰ
、
魂
留
め
と
考
え
た
場
合
は
呪
術
の
対
象
で

あ
る
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
に
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
従
者
に
対
す
る
行
為

で
あ
る
点
に
疑
問
を
残
す
。
そ
れ
で
は
、
天
孫
の
「
吐
水
儀
礼
」
と
捉
え
得

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
古
事
記
』
の
場
合
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
で
の
姉
弟
の
所
作
は
、
天
上
界
で
ア
マ

テ
ラ
ス
自
身
と
天
孫
に
は
属
さ
な
い
弟
の
ス
サ
ノ
ヲ
が
互
い
に
行
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
ホ
ヲ
リ
の
行
為
は
地
上
に
あ
る
海
神
宮
で
国
つ
神
系
の
女
に

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
呪
的
行
為
が
行
わ
れ
る
場
と
対
象
と
が
大
き
く
相
違

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
と
す
る
ホ
ヲ
リ
の
行
為
の
目
的
は
、
天
上
界

の
存
在
と
し
て
の
身
分
の
優
位
性
を
示
す
こ
とＱ
だ
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
優
位
性
を
貴
種
と
し
て
の
も
の
と
す
る
説Ｒ
も
あ
る
が
、
天

孫
に
限
ら
ず
天
つ
神
系
の
出
自
で
あ
る
高
天
原
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
ホ
ヲ
リ
の
行
為
で
最
も
肝
心
な
の
は
、
水
を
吐
く

点
で
は
な
く
、
玉
と
玉
器
を
付
着
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
見
る
べ
き
な
の
で

あ
るＳ
。
そ
の
意
味
で
問
題
の
所
作
は
、
ウ
ケ
ヒ
条
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
譲
り

条
で
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
見
せ
た
十
掬
劒
を
抜
い
て
逆
に
波
頭
に
刺
し
た
て
、

そ
の
切
っ
先
に
趺
坐
し
た
行
為
と
同
様
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
タ
ケ
ミ

カ
ヅ
チ
は
、
高
天
原
か
ら
国
譲
り
の
交
渉
に
派
遣
さ
れ
た
天
つ
神
で
あ
り
、

地
上
に
降
っ
て
伊
那
佐
の
小
濱
で
国
つ
神
の
代
表
格
で
あ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
呪
的
行
為
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

岡
田
の
注
目
す
る
楊
枝
筥
に
つ
い
て
言
え
ば
、
用
途
が
「
吐
水
儀
礼
」
の

た
め
で
あ
る
か
と
い
う
以
前
に
、『
江
家
次
第
』
以
外
の
儀
式
書
に
は
記
載

さ
れ
て
お
ら
ず
、『
江
家
次
第
』
の
場
合
も
大
嘗
祭
の
記
事
に
あ
っ
て
神
今

食
条
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
な
い
点
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
神

今
食
に
そ
の
よ
う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
根
拠
と
は
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

Ⅲ
の
安
曇
氏
が
当
該
の
神
話
・
祭
儀
の
双
方
に
関
わ
る
点
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
次
田
は
、
海
神
の
女
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
天
孫
ホ
ヲ
リ
に
対
す
る
奉
仕

を
、
神
今
食
に
於
け
る
安
曇
宿
禰
の
職
掌
の
起
源
と
捉
え
て
い
る
。『
儀
式
』

巻
第
一
に
は
、
神
今
食
の
安
曇
氏
の
役
割
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

膳
伴
造
鑽p

繸
、
即
炊w

御
飯a

安
曇
宿
禰
吹p

火
、
内
膳
司
率w

諸
氏
伴

部
及
采
女
等a

各
供w

其
職a

料w

理
御
膳
雜
物q

（
中
略
）
次
内
膳
司

高
橋
朝
臣
一
人
、〔
執w

鰒
汁
漬a

〕　

次
安
曇
宿
禰
一
人
、〔
執w

海
藻
汁

漬a

〕　

次
膳
部
六
人
、〔
並
執w

供
神
并
供
御
雜
物
等a

〕　

次
酒
部
四

人
、〔
執w

御
酒
案a

〕

夕
膳
・
暁
膳
の
準
備
の
段
階
で
の
炊
飯
の
補
助
と
、
神
饌
供
進
の
場
で
の
海

藻
汁
漬
の
献
饌
が
安
曇
宿
禰
の
職
掌
で
あ
る
。
天
皇
が
主
体
と
な
っ
て
、
神

饌
を
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
に
奉
る
祭
儀
で
、
安
曇
氏
は
補
助
的
役
割
を
演
じ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
安
曇
氏
の
祖
で
あ
る
海
神
或
は
そ
の
女
ト
ヨ
タ
マ
ビ

メ
が
「
主
」
と
し
て
「
賓
」
に
あ
た
る
天
孫
ホ
ヲ
リ
を
饗
応
し
て
い
る
海
神

宮
訪
問
神
話
と
で
は
、
対
応
関
係
に
ず
れ
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
記
・
紀
の
六
種
の
所
伝
の
何
れ
も
、
神
今
食
に
言
及
し
て
は
い
な
い
こ

と
と
併
せ
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

　

神
今
食
の
祭
儀
に
は
、
海
神
宮
訪
問
神
話
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
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か
。
Ⅲ
の
安
曇
氏
奉
仕
か
ら
考
え
よ
う
。
安
曇
氏
は
海
神
の
裔
を
称
し
て
お

り
、『
日
本
書
紀
』
に
は
そ
の
内
膳
奉
仕
の
起
源
を
示
す
と
さ
れ
る
「
則
遣w

阿
曇
連
大
濱
宿
禰a

平w

其
訕
哤z

因
爲w

海
人
之
宰z

」（
應
神
三
年
十
一
月
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
は
じ
め
は
海
人
之
宰
と
し
て
海
産
物
の
貢
納
を
通
し

て
王
権
に
服
属
し
、
二
次
的
に
内
膳
奉
仕
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
Ⅲ
の
安
曇
氏
の
神
今
食
奉
仕
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
内
膳

司
と
し
て
の
職
掌
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
天
皇
の
即
位
儀
礼
の
一

環
と
し
て
大
嘗
祭
が
創
始
、
定
着
す
る
の
は
天
武
・
持
統
朝
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
天
武
十
三
年
十
二
月
の
賜
姓
で
安
曇
連
に
は
宿
禰
の
姓
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。『
儀
式
』
巻
第
三
の
踐
祚
大
嘗
祭
の
条
に
は
、
以
下
に
示
す
よ

う
に
安
曇
氏
に
つ
い
て
前
節
に
引
い
た
神
今
食
の
場
合
と
類
似
し
た
記
事
が

あ
る
。伴

造
鑽p

火
、
授
安
曇
宿
禰
吹p

火
、
伴
造
炊w
御
飯a

内
膳
司
率w

諸
氏

伴
造q

各
供w

其
職a

料w

理
御
膳a

宮
内
省
官
人
左
右
分
、
率w

大
膳

職
・
造
酒
司a

各
陳w

其
所p

備
供
神
物a

高
橋
朝
臣
一
人
、
安
曇
宿
禰

一
人
各
擎w

多
賀
須
伎a

其
膳
部
亦
依p

次
而
立
、
並
入w
大
嘗
宮q

安
曇
氏
は
、
大
嘗
祭
に
奉
仕
し
た
実
績
に
よ
っ
て
、
神
今
食
を
は
じ
め
と
す

る
月
次
祭
の
祭
儀
に
も
職
掌
を
得
た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
祖
霊

祭
と
し
て
の
米
飯
供
献
儀
礼
の
段
階
か
ら
、
神
今
食
に
関
与
し
た
と
は
考
え

難
い
。

　

で
は
、Ⅱ
の
鯔
が
饌
に
含
ま
れ
な
い
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。確
か
に
『
延

喜
式
』
巻
三
十
九
内
膳
司
条
に
は
神
今
食
の
御
饌
と
し
て
供
さ
れ
る
魚
介
類

は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
鰒
七
斤
五
兩
。
薄
鰒
六
斤
十
兩
。
堅
魚
五
斤
。
干
鯛
六
隻
。
干
鰺
卅

隻
。
鮨
。
鰒
。
煮
鹽
年
魚
。
醤
鮒
各
二
升
。
甘
鹽
鯛
四
隻
。
海
松
。
海

藻
各
六
斤
十
兩
。

鯛
・
鰒
・
堅
魚
・
鰺
・
年
魚
・
鮒
・
海
藻
を
加
工
・
調
理
し
た
も
の
に
限
ら

れ
、
確
か
に
鯔
は
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
は
他
の
儀
礼
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
「
主
計
式
上
」
に
記
さ
れ
た
、
各

国
か
ら
献
納
さ
れ
る
中
男
作
物
に
も
鯔
は
全
く
見
ら
れ
な
い
は
、
鯔
が
加

工
・
保
存
に
不
向
き
で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
儀
の
神
饌
に
選
ば

れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
に
加
え
て
素
材
と
し
て
の
価
値
の
低
さ
に
も
起
因

し
て
い
よ
う
。

　

問
題
の
『
日
本
書
紀
』
の
口
女
の
所
伝
に
つ
い
て
言
え
ば
、
職
掌
の
起
源

な
ど
で
は
な
く
、「
赤
女
」
と
は
違
い
「
口0

女
」
の
口0

か
ら
鉤
が
出
た
と
す

る
言
語
遊
戯
的
な
動
機
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
神

代
紀
第
十
段
一
書
第
二
の
後
日
談
自
体
は
、
安
曇
氏
に
よ
る
加
筆
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
、
海
産
物
を
貢
納
す
る
立
場
か
ら
の
も
の
で

あ
っ
て
、
神
今
食
の
職
掌
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

五

　

こ
こ
ま
で
、
安
曇
氏
の
関
わ
る
海
神
宮
訪
問
神
話
と
神
今
食
と
の
間
に
相

互
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
最
後
に
、
神
今

食
が
月
次
祭
に
組
み
込
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

月
次
祭
は
、
①
御
饌
供
進
儀
／
②
御
贖
祭
／
③
御
體
御
卜
儀
・
結
果
奏
上

／
④
月
次
祭
班
幣
／
⑤
神
今
食
／
⑥
大
殿
祭
の
六
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
お

り
、
他
と
大
き
く
性
格
が
異
な
る
④
月
次
祭
班
幣
は
、
祈
年
祭
な
ど
に
倣
っ

て
後
か
ら
組
み
込
ま
れ
た
と
目
さ
れ
る
点
を
確
認
し
た
。
祭
儀
の
中
心
は
、
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③
御
體
御
卜
儀
・
結
果
奏
上
と
⑤
神
今
食
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
何
れ
に

も
卜
部
が
深
く
関
与
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
③
御
體
御
卜
儀
で
玉
体

の
安
否
を
知
る
た
め
の
卜
占
は
、
卜
部
本
来
の
職
掌
で
あ
る
。『
儀
式
』『
西

宮
記
』
に
は
卜
部
・
宮
主
の
月
次
祭
へ
の
参
画
が
随
所
に
示
さ
れ
て
お
り
、

直
接
卜
部
に
つ
い
て
記
さ
な
い
『
北
山
抄
』『
江
家
次
第
』
か
ら
も
、
③
御

體
御
卜
儀
以
外
の
場
面
で
も
「
卜
合
」「
卜
食
」
な
ど
が
繰
り
返
し
実
施
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
①
御
饌
供
進
儀
で
の
斎
戒
の
た
め
の
炊
飯
は

勿
論
の
こ
と
、
⑤
神
今
食
で
天
皇
と
ア
マ
テ
ラ
ス
に
供
さ
れ
る
御
饌
の
調
理

に
も
用
い
ら
れ
る
忌
火
の
扱
い
も
、
卜
部
の
職
掌
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
忌
火
と
は
、
特
別
の
作
法
で
熾
さ
れ
た
祭
儀
に
用

い
る
神
聖
な
火
で
あ
り
、
亀
卜
に
は
不
可
欠
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
るＴ
。

　

月
次
祭
の
記
事
の
六
國
史
で
の
初
出
は
、『
續
日
本
紀
』
大
寳
二
年
（
七

〇
二
）
で
あ
る
。
月
次
祭
を
構
成
す
る
祭
儀
に
関
し
て
も
、
⑤
神
今
食
が
同

延
暦
九
年
（
七
九
〇
）、
③
御
體
御
卜
は
『
日
本
三
代
實
録
』
天
安
二
年
（
八

五
八
）
で
あ
る
。
正
史
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
②
御
贖
祭
は
『
年
中
行
事
秘

抄
』、
⑥
大
殿
祭
は
『
古
語
拾
遺
』
に
そ
れ
ぞ
れ
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）、
寳

龜
年
間
（
七
七
〇
〜
七
八
一
）
の
実
施
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
祈
年
祭

に
つ
い
て
は
『
續
日
本
紀
』
慶
雲
二
年
（
七
〇
六
）
が
初
出
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
史
料
か
ら
、
月
次
祭
の
成
立
は
、
概
ね
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て

の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
卜
部
が
中
臣
・
藤
原
氏
の
同
族
と
し
て

神
祇
官
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、

卜
部
の
職
掌
と
し
て
創
始
さ
れ
た
祭
儀
に
鎭
火
祭
が
あ
る
。
亀
卜
で
祭
儀
に

与
る
こ
と
が
定
着
し
て
以
降
、
二
次
的
に
得
た
職
掌
と
見
ら
れ
る
が
、
卜
部

が
律
令
制
度
下
の
祭
儀
の
整
備
に
携
わ
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
時
代
背
景
の
下
で
、
月
次
祭
の
次
第
も
卜
部
の
主
導
で
作
ら
れ
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。
核
と
さ
れ
た
天
皇
の
祖
霊
祭
と
し
て
の
神
饌
供
献
に
神

今
食
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
過
程
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。『
本
朝
月
令
』
所
引
『
高
橋
氏
文
』
に
は
、
靈
龜
二
年
（
七

一
六
）
十
二
月
に
は
神
今
食
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
記
事
に
つ
い
て
は
、
史
料
批
判
に
よ
り
延
暦
年
間
（
七
八
二
〜
八
〇
五
）
に

作
ら
れ
た
点
の
指
摘Ｕ
が
あ
る
。
神
今
食
に
つ
い
て
は
、『
新
撰
龜
相
記
』
の

本
文
末
尾
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。

御
卜
大
同
以
徃
卜
神
今
食
曰
在
前
奏
進
謂
此
日
問
之
卜
而
弘
仁
年
中
永

定
十
一
日
班
幣
并
供
神
今
食
仍
今
不
卜 

（
八
四
四
〜
八
四
六
行
）

神
今
食
が
十
一
日
に
固
定
さ
れ
た
た
め
、
大
同
年
間
（
八
〇
六
〜
八
一
〇
）
以

来
行
わ
れ
て
い
た
日
取
り
を
決
め
る
卜
占
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
成
立
時
に
は
な
か
っ

た
部
分
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
新
撰
龜
相
記
』
は
秘
儀
に
関
わ

る
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
て
、
同
族
内
部
に
限
っ
て
書
写
・
閲
覧
さ
れ
た
文

献
と
考
え
ら
れ
、
加
筆
さ
れ
た
内
容
は
亀
卜
を
は
じ
め
と
す
る
卜
部
氏
の
職

掌
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
信
頼
を
置
き
得

る
も
の
と
考
え
ら
れ
るＶ
。
当
該
記
事
の
前
に
は
、
御
體
御
卜
に
つ
い
て
、
大

同
期
の
実
情
と
、
延
暦
期
の
亀
卜
の
規
模
縮
小
の
記
述
が
あ
る
。
従
っ
て
、

神
今
食
を
含
ん
だ
月
次
祭
の
期
日
・
次
第
が
固
ま
っ
た
の
は
弘
仁
年
間
（
八

一
〇
〜
八
二
三
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
神
今
食
と

い
う
名
称
が
、
宣
長
の
言
う
よ
う
に
「
今
磨
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
と
し

た
ら
、
そ
こ
に
は
使
わ
れ
る
米
が
当
年
の
神
米
で
は
な
い
と
い
う
新
嘗
祭
と

の
違
い
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
考
え
ら
れ
る
な
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ら
、
月
次
祭
と
い
う
祭
儀
の
名
は
、
既
に
定
着
し
て
い
た
新
嘗
祭
を
意
識
し

て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

神
話
と
祭
儀
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
随
時
様
々
な
要
請
を
受
け
て
形
を
変
え

な
が
ら
、
相
互
補
完
的
に
律
令
制
度
を
支
え
あ
う
も
の
で
あ
る
。
祭
儀
か
ら

神
話
へ
と
い
っ
た
、
嘗
て
盛
ん
だ
っ
た
両
者
の
静
止
的
な
捉
え
方
に
基
づ
く

論
を
脱
却
す
る
に
は
、
先
入
観
を
排
し
た
史
料
の
編
年
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
分
野
を
越
え
た
横
断
的
な
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
紙
幅
の
都
合
で
、
詳
細
に
は
論
証
し
得
な
か
っ
た
部
分
、
更

に
は
大
嘗
祭
と
の
関
係
や
「
月
次
祭
祝
詞
」
の
成
立
な
ど
ふ
れ
残
し
た
問
題

も
多
々
あ
る
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

註（
１
）　

次
田
真
幸
「
海
宮
遊
行
神
話
の
構
成
と
安
曇
連
」『
日
本
神
話
の
構
成
』（
明

治
書
院　

昭
48
）
三
四
九
〜
三
五
〇
頁

（
２
）　

渡
辺
直
彦
校
注
『
江
家
次
第
』（
神
道
大
系
朝
儀
祭
祀
編　

神
道
大
系
編
纂

会　

平
３
）
の
校
訂
で
は
「
檜
」
の
右
に
「
槽
イ
」
と
記
す
。

（
３
）　

岡
田
精
司
「
大
王
と
井
泉
の
祭
儀
」『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
塙
書
房　

平
４
）
三
八
〇
〜
三
八
七
頁

（
４
）　

次
田
真
幸
『
古
事
記
』
上
（
講
談
社
学
術
文
庫　

昭
52
）
九
九
頁

（
５
）　

松
本
直
樹
『
古
事
記
神
話
論
』（
新
典
社　

平
15
）
第
Ⅱ
部
第
四
章
「
ト
ヨ

タ
マ
ビ
メ
と
ス
セ
リ
ビ
メ
│
異
界
王
の
女
│
」
三
一
九
頁

（
６
）　

本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』（
本
居
宣
長
全
集
第
一
巻　

筑
摩
書
房　

昭
43
）
一

九
八
〜
一
九
九
頁

（
７
）　
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
・
僧
上
一
〇
四

（
８
）　

折
口
信
夫
「
危
急
を
告
ぐ
る
諷
歌
」（
折
口
信
夫
全
集
二
十
八
巻　

中
公
文

庫　

昭
51
）
四
三
七
頁

（
９
）　

註（
６
）前
掲
書

（
10
）　

註（
８
）前
掲
書

（
11
）　

小
松
馨
「
神
宮
祭
祀
と
天
皇
祭
祀
│
神
宮
三
節
祭
由
貴
大
御
饌
神
事
と
神
今

食
・
新
嘗
祭
の
祭
祀
構
造
│
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
九
十
一
巻
第
七
号　

平
２
）

（
12
）　

註（
３
）前
掲
書
、
森
田
悌
「
祈
年
・
月
次
・
新
嘗
祭
の
考
察
」（『
解
体
期
律

令
政
治
社
会
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会　

昭
57
）
な
ど
。
な
お
、
註（
11
）前
掲

論
文
、
熊
田
亮
介
「
伊
勢
神
宮
の
月
次
祭
と
祭
祀
体
系
」（『
文
化
』
第
四
十
六

巻
第
三
・
四
号　

昭
57
）
な
ど
は
、
伊
勢
内
宮
月
次
祭
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

（
13
）　

前
者
に
註（
３
）前
掲
書
、
後
者
に
倉
林
正
次
『
天
皇
の
祭
り
と
民
の
祭
り
│

大
嘗
祭
新
論
│
』（
第
一
法
規
出
版　

昭
58
）
が
あ
る
。

（
14
）　

早
川
庄
八
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』（
岩
波
書
店　

昭
61
）
第
Ⅰ
部
第

一
章
「
律
令
制
と
天
皇
」、
井
上
亘
『
日
本
古
代
の
天
皇
と
祭
儀
』（
吉
川
弘
文

館　

平
15
）
後
篇
第
二
章
「
神
祇
祭
祀
と
律
令
国
家
」。

（
15
）　

そ
の
時
期
を
、
落
合
偉
洲
「
新
嘗
祭
と
粟
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』
第
二
十

五
号　

昭
50
）
は
天
平
勝
宝
九
年
（
七
五
七
）
以
降
、
黒
崎
輝
人
「
月
次
祭
試

論
│
神
今
食
の
成
立
に
つ
い
て
│
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
十
号　

昭
53
）

は
延
暦
年
間
（
七
二
八
〜
八
〇
六
）
と
す
る
。

（
16
）　

註（
11
）前
掲
論
文

（
17
）　

註（
11
）前
掲
論
文

（
18
）　

岡
田
莊
司
『
大
嘗
の
祭
り
』（
学
生
社　

平
２
）

（
19
）　

賀
茂
眞
淵
『
祝
詞
考
』（
賀
茂
眞
淵
全
集
第
七
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
57
）、
柳
田
國
男
『
祭
日
考
』（
柳
田
國
男
全
集
14　

ち
く
ま
文
庫　

平
２
）。

（
20
）　

西
山
徳
「
祈
年
祭
の
研
究
」（『
神
社
と
祭
祀
│
上
代
神
道
史
の
研
究
│
』
至

文
堂　

昭
40
）

（
21
）　

註（
12
）森
田
前
掲
書

（
22
）　

註（
14
）井
上
前
掲
書

（
23
）　

青
木
和
夫
他
『
古
事
記
』（
日
本
思
想
大
系　

岩
波
書
店　

昭
57
）
三
六
〇

頁

（
24
）　

註（
４
）前
掲
書

（
25
）　

註（
３
）前
掲
書
は
、
松
前
健
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
手
水
を
雨
呪
と
捉
え
る
説

（「
大
嘗
祭
と
記
紀
神
話
」『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
』
塙
書
房　

昭
49
）
を
受

け
て
、
当
該
神
話
後
半
で
「
海
神
の
教
示
に
よ
っ
て
水
田
の
水
を
左
右
し
て
兄
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神
火
照
を
苦
し
め
、
服
従
さ
せ
る
話
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
大
王
の
司
祭
者

と
し
て
の
農
業
用
水
支
配
と
の
か
か
わ
り
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」
三
八

六
頁
と
し
て
い
る
。

（
26
）　

本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』
十
七
之
巻
（
本
居
宣
長
全
集
第
十
巻　

筑
摩
書
房　

昭
43　

二
四
九
頁
）
に
「
凡タ
ダ

人ビ
ト

に
非
る
こ
と
を
、
知ロ

し
め
む
た
め
の
御ミ

所シ
ワ
ザ為
な

る
べ
し
、」
と
あ
る
。

（
27
）　

西
宮
一
民
『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成　

新
潮
社　

昭
54
）

（
28
）　

倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
四
巻
に
「
唾
液
の
呪
力
に
よ
つ
て
玉
を
器

に
く
つ
つ
け
る
の
で
あ
る
。」（
三
省
堂　

昭
52　

二
四
八
頁
）
と
あ
る
。

（
29
）　

拙
著
『
新
撰
龜
相
記
の
基
礎
的
研
究
│
古
事
記
に
依
拠
し
た
最
古
の
亀
卜
書

│
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部　

平
17
）
Ⅱ
研
究
の
部
第
二
編
第

二
章
「
鎭
火
祭
の
起
源
」
参
照
。

（
30
）　

註（
15
）黒
崎
前
掲
論
文

（
31
）　

註（
29
）前
掲
書
Ⅱ
研
究
の
部
第
一
編
第
一
章
「
成
立
と
本
文
の
変
遷
」
参
照
。

な
お
、
倉
林
正
次
は
『
二
十
二
社
註
式
』『
公
事
根
源
』
の
記
事
を
検
討
し
て
、

神
今
食
が
月
次
祭
に
定
着
す
る
の
を
弘
仁
年
間
と
考
え
て
い
る
（
註（
13
）前
掲

書
一
二
五
〜
一
二
六
頁
）。

新　

刊　

紹　

介

松
本
直
樹
著

『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』

　

本
書
は
「
注
釈
篇
」「
研
究
篇
」「
付
録
」
か
ら

成
る
。「
注
釈
篇
」
で
は
出
雲
国
風
土
記
全
体
へ

の
詳
細
な
注
の
他
、「
考
察
」
が
随
所
に
付
さ
れ

て
お
り
、
著
者
に
よ
る
新
見
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。「
研
究
篇
」
に
は
既
発
表
の
関

連
論
文
を
収
録
。
個
々
の
注
釈
と
相
俟
っ
て
、
著

者
の
出
雲
論
全
体
が
見
渡
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い

る
。「
付
録
」
に
は
地
図
や
地
名
遺
称
地
、
ま
た

動
植
物
一
覧
な
ど
に
加
え
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞

注
釈
」
が
含
ま
れ
る
。「
付
録
」
に
配
置
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
篇
と
同
じ
く
本
格
的

な
注
釈
で
あ
る
。

　

古
事
記
神
話
の
第
一
人
者
に
よ
る
本
注
釈
書

は
、
こ
れ
か
ら
の
出
雲
国
風
土
記
研
究
の
基
礎
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
我
々
後
進
に
と
っ
て

は
、
こ
の
高
く
厚
い
壁
を
ど
う
越
え
て
い
く
か
と

い
う
難
題
を
課
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る

が
。

（
二
〇
〇
七
年
一
一
月　

新
典
社　

Ａ
５
判　

六

〇
六
頁　

税
込
一
七
八
五
〇
円
） 

〔
松
本
弘
毅
〕

松
本
真
輔
著

『
聖
徳
太
子
伝
と
合
戦
譚
』

　

日
本
で
最
も
知
ら
れ
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
聖

徳
太
子
に
注
目
す
る
本
書
は
、
彼
の
伝
記
の
分
析

を
通
し
て
、
古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
太
子
信
仰

の
特
質
、
な
か
で
も
殺
生
を
め
ぐ
る
太
子
像
の
知

ら
れ
ざ
る
一
断
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

初
め
に
扱
わ
れ
る
合
戦
は
、
聖
徳
太
子
が
物
部

守
屋
を
滅
ぼ
し
た
戦
い
で
あ
る
。
日
本
に
仏
法
を

広
め
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
太
子
が
、
殺
生
戒
を

犯
し
て
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
す
場
面
は
、
一
〇
世
紀

頃
成
立
し
た
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
以
後
で
は
、
殺

生
を
避
け
る
太
子
像
と
し
て
展
開
を
み
せ
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
太
子
伝
に
お
け
る
合
戦
と
殺
生
の

意
味
に
つ
い
て
、
滅
ぼ
さ
れ
た
守
屋
を
軸
に
し
た

検
討
も
な
さ
れ
、
守
屋
の
怨
霊
化
や
、
地
蔵
化
な

ど
と
い
っ
た
守
屋
像
の
変
遷
も
お
も
し
ろ
い
。
ほ

か
に
も
蝦
夷
合
戦
や
新
羅
侵
攻
等
の
合
戦
譚
を
通

し
て
、
太
子
の
超
人
的
威
武
や
、
人
並
み
外
れ
た

兵
法
能
力
、
そ
し
て
中
世
に
お
け
る
太
子
の
新
羅

侵
攻
の
問
題
等
に
つ
い
て
広
く
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

本
書
で
明
か
さ
れ
る
、
太
子
の
一
面
は
、
逆
に

太
子
信
仰
が
実
に
様
々
な
位
相
を
持
っ
て
形
成
、

展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月　

勉
誠
出
版　

Ａ
５
判　

二
八
三
頁　

税
込
一
〇
五
〇
〇
円
）

 

〔
高
津
希
和
子
〕


